








1.研究の目的 

わが国の周産期医療は,周産期死亡率,新生児死亡率,乳幼児死亡率など医学統計的には世

界でも最も優れた水準に達している。しかし,周産期医療の現状を検討してみると,なお改

善すべき点が多く,周産期施設の管理運営にも現在多くの問題点が生じている。 

今後,わが国の周産期医療水準を維持しさらに向上させるためには,妊娠中から新生児期に

かけての周産期医療を,システムとして確立することが必要であり,これが達成されれば,

既存の産科や小児科の施設を含めて,周産期医療施設を有効に活用することが可能になる。 

そこで,平成 3年度の本研究班は,産科医,新生児科医,小児科医及び地方自治体等の協力を

得て,周産期医療施設における医療の現状を分析することにより,対象母児の選択と適切な

収容のあり方や搬送体制,各地に適した周産期医療システムのあり方などを検討し,周産期

医療システムの確立に向けての資料を得るとともに,望ましいシステム整備への方策につ

き検討した。 


